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報告１

新本庁舎整備に当たっての方針修正指示項目

１　数年後の美祢市の人口規模、職員数を念頭に置き新庁舎を計画する。

２　事業費の圧縮を第一とし、新築部分は32.6億から20億円程度に削減する。

３　社会福祉協議会の敷地内複合化は行わない。

４　事業費が圧縮できる構造を選択し、免震構造等の手法種類は問わない。

５　使用可能の建物は出来るだけ利用する。(執務室分散は仕方ない）



報告２

新本庁舎整備における事業費圧縮検討項目

１　面積削減

　　・　新本庁舎の延床面積を6,800㎡から4,500㎡程度まで圧縮する。

　　・　分散している執務室は第二・三別館を除きそのままに留める。

　　・　社会福祉協議会の複合化は行わない。

　　・　書庫・倉庫は最低限必要な面積にとどめる。

　　・　会議室面積は必要最低限とする。

　　・　議会部門、特別職部門においても聖域は作らない。

　　・　市民が係るスペースにおいても聖域化しない

２　構造種別変更

　　・　免震構造を耐震構造変更することを検討

３　構造種別の変更

　　・　ＲＣ造＋Ｓ造の見直しを行い、全てＳ造にした場合との比較を行う。

４　基本的な考え方の変更

　　・　平面計画を極力単純化することを検討する。

　　・　第一別館の改修は最小限にとどめる。

　　・　外構工事についても最低限の範囲にとどめる。

　　・　旧耐震ではあるが、第二別館の解体を行わずに、書庫・倉庫として今後

　　　数年間は供用する。
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